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 １   

 
自然災害には、地震災害、豪雨災害、火山災害、津波災害など様々なものがあるが、それらが単独で発生するのではなく、同時に、
あるいは少しの時間差をおいて複数発生する「複合災害」が懸念されている。近年では東日本大震災（地震と津波）、能登半島地震
（地震と豪雨）の経験が記憶に新しい。この複合災害について、以下の 2点をそれぞれ 700 文字程度で論じなさい。解答にあたっ
ては、具体的な複合災害を仮定してもよいし、すでに起こった複合災害を題材に論じてもよい。 
 
(1) 災害が発生すると、応急対応、復旧、復興へとフェーズが進んでいくが、このうち、復興のフェーズに対して、複合災害はどう

いう影響を与えるのかについて、負の影響と正の影響にわけて論じなさい。 
 
(2) その正の影響を最大化し、負の影響を最小化するために、自治体や民間企業が災害前に取り組んでおくべきことを論じなさい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 ２   

 
以下の問に答えなさい． 
 
問１ 立地適正化計画の策定に関して，自然災害ハザードと居住誘導区域設定の考え方について説明しなさい．その際，下記の用語を用いること（200 字程

度）． 
 （用語：災害レッドゾーン，災害イエローゾーン） 
 
 
 
問２ 河川浸水ハザードエリアを対象とした居住誘導区域検討にあたって，どんなデータを用いて，どんな分析作業を行うべきか，用いるデータと作業分

析内容を述べなさい（400 字程度）． 
 
 
 
問３ 居住誘導区域内に災害ハザードエリアが存在する場合，災害リスクをできる限り回避あるいは低減させるため，立地適正化計画の「防災指針」に，必

要な防災･減災対策を定めるものとされている．河川浸水ハザードを対象に，この「防災指針」での防災・減災対策の内容について，説明しなさい（400 字

程度）． 
 
 



 
 

 ３   

 

問１ 社会老年学における以下の用語の中から４つ選び，それぞれ提唱者と概要を説明しなさい。尚，どの用語に関する説明なのかを記すこ

と。 

 

(1) 活動理論 

(2) 継続性理論 

(3) 離脱理論 

(4) コンボイモデル 

(5) 社会情動的選択理論 

(6) 課題特定モデルと階層的補完モデル 

(7) プロダクティブ･エイジング 

(8) ストレス･プロセス･モデル 

 

 

問２ 高齢者の社会参加・社会貢献活動を促進・阻害する要因として，どのようなものがあるのか，個人レベル，組織レベル，政策レベルの

各レベルにおける要因をそれぞれ 3つずつ挙げなさい。上記で指摘した要因を踏まえ，高齢者の社会参加・社会貢献活動を促進するた

めに，どのような施策・取組が必要なのか述べなさい。施策・取組は既に実施されているものでも良いし，あなたが考えたものでも良

い。 
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